
2021 年度学術講演会	
	 	

日時：2022.3.20（日）	

	 	 	 10:00〜17:00	 （講演時間は，質疑を含み 1 人 30 分）	

	

場所：九州大学医学部	百年講堂	大ホール（現時点では対面での開催を予定しております）	

	

	

プログラム	

10：00〜10：05	 開会の挨拶	 松下恭之先生	

	

座長：木原優文先生	

10：05〜10：35	 今井実喜生先生（九州大学病院）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 「インプラント治療におけるサイトランスグラニュールの有用性」	

	

10：35〜11：05	 山口竜亮先生（佐賀県鳥栖市）	

「インプラント周囲疾患を予防するデジタルワークを用いたインプラント治療」	

	

＊＊＊	 休憩	 ＊＊＊	

	

座長：佐々木匡理先生	

11：15〜11：45	 橋口有真先生（九州大学病院）	

「九州大学病院再生歯科・インプラントセンター	〜補綴・外科の協力〜」	

	

11：45〜12：15	 荒木淳先生（福岡県筑紫野市）	

「マイクロスコープを用いた上顎洞底挙上術」	

	

＊＊＊	 昼食	 ＊＊＊	

	

座長：鮎川保則先生	

13：15〜13：45	 安波礼之先生（九州大学病院）	

「大学病院におけるデジタルの活用について」	

	

13：45〜14：15	 吉松繁人先生（福岡県久留米市）	

「無歯顎補綴の咬合再構成」	

	

14：15〜14：45	 松崎達哉先生（九州大学病院）	

「オーバーロードがインプラントに与える生物学的・機械的影響」	

	

＊＊＊	 休憩	 ＊＊＊	

	

座長：松下恭之先生	

15：00〜15：30	 郡英寛先生（福岡市）	

「デジタルを用いた歯科治療とインプラントへの応用」	

	

15：30〜16：00	 森本太一朗先生（福岡市）	

「デジタル技術を使った審美領域におけるインプラント埋入	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 													〜組織の保存を目的とした診断と術式〜」	

	

16：00〜16：30	 杉友貴先生（九州大学病院）	

「骨造成時の CGF の応用について」	

	

16：30〜17：00	 研究会の総括と閉会の挨拶：古谷野潔	

	 	

懇親会（計画中：そのまま百年講堂にて）	


